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I. はじめに 

I-1. 本発表の目的 

 パキスタンの教科書において、現在までのムスリム社会がどのように描かれ、評価されているのかを

分析し、その特徴や通時制を明らかにする。特に、現在パキスタンで問題意識が共有され、取り上げら

れることの多い（1）イスラーム王朝史、（2）イギリス植民地支配と独立運動、（3）カシュミール問題と

バングラデシュ独立、（4）諸民族・諸宗教の平等の 4 項目に焦点を絞り、記述を検討する。 

 

I-2. 本発表の意義 

 教科書に表出する言説を分析することは、パキスタンのイスラーム認識や自国史観の一端を明らかに

することにつながる。パキスタンでは学年が上がるにつれて進学率が低くなっている。このため、初等

教育の教科書は、パキスタン国内で最も広範に共有されている本であり、かつ、彼らの思想教育に一定

程度の影響を与えていると推測される。 

 

I-3. 本発表の背景：国民像の必要性 

■理由 1：多言語・多民族 

「多くの犠牲を払ってきたすべてのムスリム民族（Muslim Nation）のためのホームランド」 

（独立にあたり国民に向けたジンナーのメッセージ）［GoPMIB 1989: 55-56］ 

 →多民族・多言語・多宗派国家として建国したパキスタンをいかに統合するかが課題 

■理由 2：国力への不信 

・度重なる国民統合の失敗［Jahan 1972; Hussain 2007］→政府という中枢の求心力の欠如 

 →愛国心の拠り所に 

■理由 3：イスラームという紐帯への嫌疑 

・バングラデシュの独立 

 

I-3. 本発表の手法 

・パキスタンのパンジャーブ州とスィンド州で使用されている教科書の分析1
 

・公立の初等学校 1 年生から 12 年生 

・社会科／パキスタン学、ウルドゥー語（国語） 

                                                   
1 パンジャーブ州とスィンド州をあわせると、パキスタン全人口の約 8 割を占める。一方、面積では両州あわせて 5 割に

満たない。これは、パンジャーブ州とスィンド州の都市部に人口が集中し、また、ハイバル・パフトゥーン・フワー州と

バローチスターン州の大半が人の住みづらい山岳地帯であることに起因する。詳しくは 参考資料 VIII-2 参照。 
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II. パキスタンにおける教育の概観 

II-1. パキスタンの教育史 

1947  パキスタン・イスラーム共和国建国（8 月 14 日） 

最初の国家教育会議（11 月）［Aly 2007: 79］ 

      →新国家の資金・インフラ不足が浮き彫りに 

1956  第 1 次憲法成立2
 

   →ウルドゥー語、べンガーリー語が国語に指定 

1959  国家教育委員会が設立･･･アイユーブ政権 

      →10年以内に初等教育の義務化を決議したが、未履行 

1966  西パキスタン教科書委員会（ラホール）、東パキスタン教科書委員会設置（ダッカ） 

歴史の授業が廃止 

    →社会科とパキスタン学に置き換えられる3
 

1971  バングラデシュ独立（12 月） 

    →教育言語をウルドゥー語に一本化 

各州に教科書委員会を設置（パンジャーブ、スィンド、バローチスターン、北西辺境州4） 

1972  72 年教育政策･･･Z.A.ブットー政権 

     →学校・教育の国営化5［Burki 1991: 167; 山中 1992: 86-88］ 

1979  79 年新教育政策･･･ズィヤー政権 

     →教育のイスラーム化6、モスク･マドラサの活用［Clark 1986; Rahman 1999: 80-83］ 

1992  92 年新教育政策･･･シャリーフ政権 

     →学校・教育の民営化 

 

II-2. 教育の状況 

・GDP に対する公的教育支出は 2.0％［UNDP 2004］ 

・10 歳以上の識字率 58％［GoPSD 2011 (TABLE 2.14(a))より］ 

 （男性 69％：女性 46％、都市部 74％: 農村部 49％、パンジャーブ州 60％：スィンド州 59％） 

・就学率 56％［GoPSD 2011 (TABLE 2.6(a))より］ 

 （男性 60％：女性 53％、都市部 66％: 農村部 53％、パンジャーブ州 61％：スィンド州 53％） 

・連邦政府教育省のもと、各州の教育委員会が管理・運営 

・公立7／私立／マドラサ（コミュニティ、宗派ごと）8
 

・有償教育（教科書は生徒負担）9
 

                                                   
2 憲法第 251 条によって、パキスタンの公用語はウルドゥー語と定められている。ただし、この条項にはウルドゥー語の

準備が整うまで英語を公用の目的のために使用することができることも補足されている。現在まで、ウルドゥー語への統

一は達成されていない。 
3 1 年生から 8 年生までが「社会科Maʻāshratī ‘Ulūm / Social Studies」、9-12 年生までが「パキスタン学 Mut̤ālaʻah-e Pākistān / 

Pakistan Studies」になった［Aziz 1993: 2］。 
4 現ハイバル・パシュトゥーン・フワー州。 
5 1972 年には 19,432 校の教育機関が国営化された。内訳は 18,926 校が通常の学校で、マドラサは 346 校、カレッジは 155

校、専門学校が 5 校含まれていた［Aly 2007: 81-82］。 
6 具体的な方針は、以下の 7 つである。1）音楽は学校で教えられるべきではない。2）中等教育まではムスリムの教師が

教鞭をとるべきである。3）反イスラームの立場をとる教師は学校から追放されるべきである。4）女性教師は髪を切って

はいけない。5）カレッジにおいてイスラーム学、パキスタン学、経済、軍事教育を必修科目とする。6）イスラーム学の

授業の中で、ジハードについては特に学習されるべきである。7）教師は教室内でパキスタンのイデオロギーに反する発言

をしてはいけない［Rahman 1999: 83］。 
7 教育省の統計資料では、公立学校は政府学校（Governmental School）、私立学校は民間学校（Private School）、マドラサは

インフォーマル・セクター（Informal Sector）と分類される。パキスタン教育省の統計によると、初等教育から大学教育ま

での国内の学校数は約 25 万校で、全体で見ると 7 割が公立学校である。ただし、その内訳を見ると、初等教育では 1 割し

かなかった私立学校が大学では全体の 5 割になり、学年が上がるにつれて私立学校の占める割合が増えている。 
8 パキスタンのマドラサには、大きく二つの系統ある。一つは、聖典クルアーンやアラビア語のみを教える、いわゆる宗

教学校としてのマドラサである。この学校には、寄宿舎を備えた大規模なものから、公立学校の放課後にウラマーの個人

邸宅で行われる小規模なものまで、様々な形態がみられる。もう一つは、政府の認可を受け、政府のカリキュラムを採用

しているマドラサである。ここでは、科学や数学、英語なども教えられ、卒業学位は通常の公立学校と同様に認められる。 
9 パンジャーブ州は授業料を無償と掲げているものの、実施状況は不明である。 
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・初級学校（Primary 5-10 歳）、初等学校（Middle 11-13 歳）、中等学校（Secondary 14-16 歳）、高等学校（Higher 

Secondary / Inter Colleges 16-18 歳）、カレッジ（Degree Colleges）、総合大学（Universities）、技術学校・職

業訓練校（Secondary Technical / Vocational Institutions） 

・科目：ウルドゥー語（国語）、英語、数学、理科、パキスタン学、イスラーム学10など［松村 2003: 113］ 

 

II-3. パキスタンの教育言語 

■教育言語：ウルドゥー語 

 ・基本的に地方語は使わず、国語ウルドゥー語で授業を行う（教科書もウルドゥー語）11
 

 →母語話者はわずか 8％でありながら、全国的に共通語として理解されている 

 →スィンド州では、低学年のうちはスィンディー語を使っている 

■ウルドゥー語の評価：ウルドゥー語は単なる国語ではなく「イスラミック・ランゲージ」［Rahman 2006］ 

 ・出版をベースとしたウルドゥー語のネットワーク［山根 1994; Aqeel 2009］ 

 ・19 世紀のイスラーム改革主義者によるウルドゥー語での執筆活動 

・マウドゥーディー12、ジャマーアテ・イスラーミー13らによるウルドゥー語での宗教活動 

 

「わたしたちはみんな学校で勉強しています。そしてとても楽しく遊んでいます。わたしたちはみ

んなウルドゥーurdūを話します。これはわたしたちの国語 qaumī zabān です。わたしたちの国 wat̤an

には 4 つの州があります。スィンド、パンジャーブ、北西辺境州、バローチスターンです。わたし

たちは州の言葉 ṣūbe ki zabān も学んで、話しています」 

［スィンド ウルドゥー語 4 年生］ 

 

「パキスタンはわたしたちの愛しい祖国wat̤anです。わたしたちの国語 qaumī zabānはウルドゥーurdū

です。そのため、パキスタン人はみんなウルドゥー語 urdū zabān を話して、読んで、書いて、学ぶの

です。国語の他に、パキスタンにはとてもたくさんの言語 qaumī zabān が話されています。そのため、

ウルドゥー語 urdū zabān はとても重要なのです。一部の人々は、他の州の地域言語ʻilāqā’ī zabān も学

んでいます」 

［パンジャーブ 社会科 5 年生］ 

 

「ウルドゥー語は高度に発達した言語である。その特徴はアラビア語、ペルシア語、トルコ語、そ

の他南アジアの諸言語からだけでなく、ヨーロッパの言語までも借用語としてウルドゥー語に取り

込めることである」                 

［パンジャーブ パキスタン学 9-10 年生］ 

 

 

III. パキスタンの教科書 

III-1. 教科書の現状 

■出版過程： 各州の教育委員会が作成14［ʻAbbās 1993: 54-55］ 

教育省カリキュラム局（National Curriculum Bureaus）…シラバス作成 

 →教育委員会（州）…具体的な内容の検討 

  →専門家（教育委員会と民間からなるグループ）…執筆 

   →教育委員会…内容の検討、編集 

                                                   
10 パキスタンでは、憲法によって国教はイスラームと定められている。学校教育の場においても、初等教育から高等教育

まで、イスラーム学が必修である。イスラーム学（Islāmiyāt）は、イスラームの歴史、クルアーンに使われているアラビ

ア語や、クルアーンの内容、イスラーム的道徳観などを学習する科目。ただし、非ムスリムの学生には、別教室で「道徳」

の授業を受けさせる配慮がなされている。その際に使用する教科書は Value Education For Children などで、一般的な道徳に

ついて教えている。この教科において、イスラームは否定されているわけではない。例えば、礼拝がトピックの課では、

モスク、教会、スィク寺院、ヒンドゥー寺院の礼拝などを比較させる形で、それぞれの宗教を紹介している［Yasmin 2007］。 
11 州政府の規制を受けない私立学校では、英語が使われていることが多い。また、大学やカレッジでは、入学試験が英語

で行われるため、英語ができなければ高等教育を受けることは困難である。 
12 Saiyid Abū al-Aʻalā Maudūdī 1903-1979。雑誌『クルアーンのタルジュマーン』を編纂。 
13 Jamā’at-e Islāmī。パキスタンの非ウラマー系イスラーム団体・政党。1941 年マウドゥーディーの呼びかけにより結成。 
14 各州の教育委員会が、1 年生から 12 年生までの教科書作成を担当。大学を含む 13 年生以上の高等教育では、民間の出

版社や大学自身が独自の教科書を作成している［ʻAbbās 1993: 54］。 
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    →教育省…検閲、認定［Aly 2007: 80］ 

     →出版業者（民間）…印刷、流通 

■教科書の流通度 

   ・各州の生徒数と発行部数から推測15
 

 

III-2. パキスタンにおける教科書の評価 

「国家のアジェンダは、歴史・パキスタン学・言語学（ウルドゥー語）の教科書を通じて流布され

る。それは民族アイデンティティを捨て、軍国主義を擁護する、愛国的なパキスタン人を育成する

ことを目的としている」［Rahman 2000: 18］ 

 

「教科書は遺漏、誤り、生徒がヒンドゥーを憎悪するように仕向ける論調を含んでおり、さらには

過分に愛国主義的で軍国主義的である。また、戦争や暴力を賞賛しており、平和的解決よりも力に

よる闘争を好むように仕向けている。これらの教科書においては、若者に反ヒンドゥー、反インド、

戦争賛成、熱狂的な精神を埋め込むための手段として、イスラームを利用し、正当化している」

［Rahman 2002: 119］ 

   

  「政府の教科書を使わなくてはならない公立学校の『不幸な』生徒たち」［Nayyar 2004: 123］ 

 

III-3. パキスタンにおける教科書の位置づけ 

■副読本がない 

・インフラの整っていない発展途上国ほど、一冊の教科書に依存する傾向が強い［ʻAbbās 1993: 27-28］ 

 →教師もシラバスを所有しておらず、教科書を読み上げるだけ16
 

 

■暗記中心の授業 

・授業やテストを通して教科書の内容を正確に暗証・反復する授業方法により、教科書は「パキスタン

の生徒の小さな世界にとって絶対的な支配力を持っている」［Aziz 1993: 1］ 

→「誤用」や「プロパガンダ」の刷り込み 

 

 

IV. 分析対象の教科書概要 

■ウルドゥー語（国語）17
 

■社会科／パキスタン学  

■低学年…挿絵、カラー印刷18
 

■高学年…文字数増加19、白黒 

 →地図や年表、図表は少ない 

■表紙の内側か裏表紙に国歌（Qaumī Tarānah）、ジンナーの演説文20、肖像画 

                                                   
15 パンジャーブ教科書委員会の教科書には、執筆者や編集委員の名前と一緒に発行部数も掲載されている。例えば、ウル

ドゥー語 1 年生の教科書は初版で、増刷が 7 回されており、印刷発行部数は 26,000 部、金額は 23 パキスタンルピー（約

25 円）である［PTBB n.d.(2008)a］。また、ウルドゥー語 6 年生は改定第 2 版で、増刷が 11 回、印刷発行部数が 26,250 部

で、一冊 50 パキスタンルピー（約 55 円）であることがわかる［PTBBa 2003］。 
16 発表者のフィールド調査（2007 年 9 月）によると、生徒の手にする教科書と、教師の手にする教科書は同一のものであ

り、日本のような教師専用の教科書は存在しない。各課の最後に数行の「教師へのアドバイス」が何ヶ所か確認できるが、

全編や全学年にわたって網羅されているわけではない。 
17 言語としてのウルドゥー語を教える授業は、「国語 Qaumī Zabān」ではなく「ウルドゥー語 Urdū」と呼ばれる。 
18 スィンド州 2 年生用のウルドゥー語では、108 ページ中、86 ページに動物や車などのイラストが挿入されており、すべ

てカラーページである［STBB 2003a］。一方、8 年生では 150 ページ中 15 ページにジンナーなどの写真やイラストが挿入

されており、表紙以外は白黒印刷である［STBB 2003f］。 
19 このうち、ウルドゥー語教科書のページ数の平均は、1 年生では 40 ページ、2 年生では 96 ページ、3 年生では 112 ペー

ジ、4 年生で 90 ページ、5 年生では 74 ページ、6 年生では 140 ページと、増えていく。また、各課のページ数の平均は、

1 年生で 1 課が 2.2 ページ、2 年生では 2.4 ページ、3 年生では 2.6 ページ、6 年生で 2.7 ページと、さほど増加は見られな

いが、文字が格段に細かくなっていくため文量は増えている。 
20 演説文は 1947 年 9 月 26 日の講演会の場で、パキスタンにおける教育の重要性を説いたものである。演説はもともと英

語でなされており、英語で書かれた教科書では原文のまま、ウルドゥー語教科書では、ウルドゥー語に翻訳されている

［PTBB 2002; 2003; 2006a; 2006b; n.d.(2008)a; n.d.(2008)b; n.d.(2008)c; SSAS n.d.a; n.d.b］。 
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IV-1. ウルドゥー語の教科書について 

 1-4 年生…『授業の本 Darsī Kitāb』『わたしの本 Merī Kitāb』 

 3 年生以上…『ウルドゥー語 Urdū』 

 9-10 年生…『ウルドゥー語の文法と作文 Urdū Qavā’id wo Inshā』 

■内容：読み物を通したウルドゥー語読解能力を高める 

 イスラームについての読み物21／パキスタンの歴史／詩／ 

 社会に関する読み物／道徳的な読み物／アラビア語の基礎など 

 

■目次（…以下は発表者の解説） 

［パンジャーブ ウルドゥー語 1 年生］『わたしの本 Merī Kitāb』 

第 1 課 神への賛美…（詩） 

第 2 課 親愛なる預言者…（預言者ムハンマドの賛歌） 

第 3 課 アッラーの最後の書…（聖典クルアーンについて） 

第 4 課 アラビア文字…（アラビア語の文字の学習） 

第 5 課 礼拝…（アザーンからモスクに礼拝に行くまで） 

第 6 課 わたしたちはひとつです…（4 つの民族とパキスタン人としての統一） 

第 7 課 日常会話でのあいさつ…（挨拶を交わす二人の少女のやり取り） 

第 8 課 正直者…（詩。嘘をつかないことについて） 

第 9 課 すばらしい！…（早起きをした少年を教師が褒める） 

第 10 課 保護…（手洗い、うがいなどの推奨） 

第 11 課 黒い雲がやってくる…（詩。雨の喜び） 

第 12 課 健康と清潔…（清潔にすることによって病気を避ける） 

第 13 課 旅…（少年が乗り物に乗って結婚式へと向かう） 

第 14 課 アッラーの恩恵…（太陽とアッラー） 

第 15 課 動物と木…（牛、ヤギなど動物の紹介） 

第 16 課 わたしたちの家…（ある子供の家について） 

第 17 課 わたしたちの学校…（学校の一日） 

第 18 課 わたしたちの国（詩） 

［PTBB n.d.(2008)a］ 

 

［パンジャーブ ウルドゥー語 2 年生］『授業の本 Darsī Kitāb』 

第 1 課 わたしの神…（詩） 

第 2 課 アッラーの恩寵 

第 3 課 わたしたちの親愛なる預言者 

第 4 課 わたしたちの預言者…（預言者ムハンマドの賛歌） 

第 5 課 犠牲祭…（イスラーム暦ズ・ル・ヒッジャ月 10 日の祭） 

第 6 課 偉大なる指導者 

第 7 課 日々の礼拝…（親子で日々の礼拝の意義について語る） 

第 8 課 良い仕事…（男の子が自分の父親を手伝う） 

第 9 課 わたちたちの土地…（詩） 

第 10 課 空気と水 

第 11 課 独立記念日…（8 月 14 日について） 

第 12 課 わたしたちの隣人…（隣近所の住人といたわり合う事） 

第 13 課 わたしたちの土地…（地形、土壌、そこに住む生き物など） 

第 14 課 工場 

第 15 課 ムッヌーおじさん…（詩） 

第 16 課 わたしは誰でしょう 

                                                   
21 ウルドゥー語教科書の中で、イスラームに関するトピックの多さは傑出している。どの学年でも、第 1 課は神を賛美す

る詩が取り上げられており、第 2 課は預言者ムハンマドを讃える文章である［PTBB 2003a; 2004; 2005; 2006; n.d.(2008)a; 

n.d.(2008)b; n.d.(2008)c; n.d.(2008)d; STBB 2003a; 2003b; 2003c; 2003d; 2003e; 2003f; 2003g］。このほかにも、クルアーンにつ

いてや［PTBB n.d.(2008)a: 4; n.d.(2008)b: 13; n.d.(2008)c: 45］、ナマーズ（礼拝）の方法［PTBB n.d.(2008)b: 79; n.d.(2008)c: 42］、

ムスリムとして正しく生きること［STBB 2003d: 41-45; PTBB n.d.(2008)d: 83］などをテーマとした文章が多い。挿絵ではカ

アバ神殿［STBB 2003c: 10; PTBB 2006: 1］やモスク［STBB 2003a: 9; PTBB 2006: 19］などが描かれている。 
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第 17 課 アッラーマ・イクバール 

第 18 課 わたしたちの栄養 

第 19 課 さあ、木で作ろう 

第 20 課 列車の旅 

第 21 課 考えてみたら……（詩） 

第 22 課 わたしたちの街 

第 23 課 太陽が登って世界が起きた…（詩） 

第 24 課 動物 

第 25 課 愛しいパキスタン 

第 26 課 ハズラト・ラール・シャハバーズ・カランダル…（13 世紀のスィンドのスーフィー） 

第 27 課 空っぽのジャマール・シャーヒー…（同名の子供たちの遊び） 

第 28 課 わたしたちの町 

第 29 課 良い男の子 

第 30 課 小さなひよこ…（詩） 

第 31 課 偶然の祝福 

第 32 課 ずる賢い犬…（川面に映る自分の姿を見て骨を落とす犬のイラスト） 

第 33 課 不意の友達…（ねずみとカエルの話） 

第 34 課 健康と清潔 

第 35 課 さあ、何か作りましょう 

第 36 課 祈り…（詩） 

第 37 課 アラビア語を学びましょう…（アラビア文字の学習） 

［STBB 2003a］ 

 

［パンジャーブ ウルドゥー語 4 年生］『わたしの本 Merī Kitāb』 

第 1 課 神への賛美…（詩） 

第 2 課 わたしたちの預言者…（預言者ムハンマドの賛歌） 

第 3 課 独立おめでとう 

第 4 課 マディーナの人々 

第 5 課 列を作りましょう…（整列すること） 

第 6 課 パキスタンの子供たち 

第 7 課 ナアト…（詩。預言者ムハンマドの賛歌） 

第 8 課 大工 

第 9 課 洞窟の岩 

第 10 課 大きくなったら何になろう…（詩） 

第 11 課 カバディー 

第 12 課 蛍…（詩） 

第 13 課 パキスタンの塔のはなし 

第 14 課 悪戯への罰…（猫が犬に悪戯をするが、結局猫が痛い目を見るというイラスト） 

第 15 課 スレイヤーの正直さ 

第 16 課 アッラーマ・ムハンマド・イクバール 

第 17 課 若い殉教者…（殉教した青年将校について） 

第 18 課 一緒になしとげましょう…（鳩が協力して猟師から逃れる） 

第 19 課 愛…（詩） 

第 20 課 イスラームの布教…（歴代の預言者や聖者について） 

第 21 課 アスラムの村 

第 22 課 健康の秘訣 

第 23 課 ああ、偉大なる指導者よ…（詩） 

第 24 課 静かな貢献…（第 2 代カリフ・ウマルの逸話） 

第 25 課 良い兵隊さん 

第 26 課 行く時には教えてくれ…（詩。列車について） 

第 27 課 小さい女の子の大きな仕事 

第 28 課 正直なおはなし 

第 29 課 赤三日月社…（イスラーム世界の社会貢献について） 
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第 30 課 ああ、わたしたちの祖国…（詩） 

第 31 課 ミヤーン・ムハンマド・バフシュ…（19 世紀のパンジャーブのスーフィー聖者） 

第 32 課 勇敢な農民…（詩） 

第 33 課 ボランティア 

第 34 課 善行の復讐 

第 35 課 電話 

第 36 課 アーザード・カシュミールの旅 

第 37 課 ミヤーン・ワーリス・シャー…（18 世紀のスーフィー詩人） 

第 38 課 一匹の牛と一匹のヤギ…（詩） 

第 39 課 わたしたちの人口 

第 40 課 物語を書きましょう…（瓶の中にいるねずみを捕まえようとする猫のイラスト） 

第 41 課 お父さんからの手紙 

第 42 課 同情…（3 幕からなる寸劇の台本） 

第 43 課 ハズラト・ウンム・スライマ 

第 44 課 美しい大地…（詩） 

［PTBB n.d.(2008) d］ 

 

 

IV-2. 社会科／パキスタン学の教科書について 

 1-8 年生…『社会科 Maʻāshratī ‘Ulūm』 

 9-12 年生…『パキスタン学Mut̤ālaʻah-e Pākistān』 

■内容：理科・歴史・地理の総合教科 

・歴史 tārīkh にあたる内容をカバー 

 ・自国中心＝他国／他地域の情報は自国との関係に限る＝断片的な歴史 

 ・紀伝体 

 

■目次 

 (1)［スィンド 社会科 1 年生］『標準 社会科 Miʻyārī Maʻāshratī ‘Ulūm』 

歴史 

第 1 課 預言者…（預言者ムハンマドについて） 

第 2 課 アッラーマ・イクバール…（建国の詩人イクバールについて） 

第 3 課 偉大なる指導者…（建国の父ジンナーについて） 

第 4 課 リヤーカト・アリー・ハーン…（初代首相リヤーカトについて） 

市民生活 

第 5 課 道路の歩き方 

第 6 課 病院 

第 7 課 モスク 

第 8 課 清潔なからだ…（預言者にならい、清潔にしていることによって病気を避ける） 

第 9 課 郵便配達人 

地理 

第 10 課 季節…（四季の名称とその違い） 

第 11 課 方角 

第 12 課 パキスタン…（国や州の名前、建国年、首都、主要都市について） 

第 13 課 国旗…（国旗の色、形、その意味） 

第 14 課 産業…（農業と工業について） 

［SSAS n.d.a］ 

 

(2)［スィンド 社会科 6 年生］『社会科Maʻāshratī ‘Ulūm』 

第 1 章 南アジアの概観…（南アジアにおけるパキスタンの地理的重要性） 

第 2 章 南アジアの地理…（高度、山、平地、砂漠、川、海について） 

第 3 章 南アジアの気候…（海からの距離、南アジアの気候の特性、モーンスーン、寒暖について） 

第 4 章 南アジアの自然…（ジャングル、水利） 

第 5 章 南アジアの人口…（南アジアの子供、南アジアの国旗、南アジアの有名な都市） 
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第 6 章 ムスリム到来以前の南アジアの人々…（スィンドの古代文明、アーリヤ人の到来、仏教） 

第 7 章 南アジアへのイスラームの到来…（711 年のスィンドへのイスラーム到来、各地での戦い） 

第 8 章 イギリスの南アジア到来…（東インド会社、シャー・ワリー・ウッラー、1857 年の独立戦争） 

第 9 章 パキスタンの都市の生活…（政府、社会正義、法律と自由） 

［STBB 2003j］ 

 

(3)［パンジャーブ 社会科 6 年生］『社会科Maʻāshratī ‘Ulūm』 

第 1 章 南アジアの概観－パキスタンの位置…（南アジアの山脈、平原、川、砂漠） 

第 2 章 南アジアの気候…（海、気候、偏西風の流れ） 

第 3 章 南アジアの資源…（井戸、灌漑、穀物、タバコの葉、塩） 

第 4 章 南アジアの人口…（南アジア各地の人口、国旗、パキスタンの都市） 

第 5 章 ムスリム到来以前の南アジアの社会…（モヘンジョダーロー発掘の歴史、ヒンドゥー支配、仏教） 

第 6 章 南アジアへのイスラームの到来…（イスラーム伝播、イスラーム文明の普及、イスラーム文化、建築） 

第 7 章 イギリスの南アジア到来…（東インド会社、1857 年独立戦争、サル・サイイド・アフマド・ハーン） 

［PTBB 2003b］ 

 

(4)［スィンド パキスタン学 11-12 年生］『パキスタン学Mut̤ālaʻah-e Pākistān』 

第 1 課 パキスタン建国…（パキスタン論、ジンナー、各州での独立運動） 

第 2 課 パキスタンの歴史…（1939 年から 1948 年の歴史） 

第 3 課 イスラーム共和国の成立…（パキスタンの成立と憲法制定） 

第 4 課 パキスタンの大地…（地理、気候、自然） 

第 5 課 パキスタンの文化…（パキスタンの文化遺産、ラーホール城、音楽など） 

第 6 課 パキスタンの諸言語…（ウルドゥー、各州の言語、カシュミーリー、ブラーフィー） 

第 7 課 経済計画と発展…（1950 年代から 2000 年の 5 カ年経済計画） 

第 8 課 パキスタンと同胞世界…（国連、イスラーム諸国首脳会議、経済協力） 

［STBB 2002b］ 

 

 

V. 教科書に表れる歴史認識 

V-1. イスラーム王朝史に関する記述 

■～9 世紀頃 

V-1-1. 「今から数千年前、パキスタンの土地にはほんの少しの人々しか住んでいませんでした。当時の人々

はジャングルに住んでいて、生活はとても簡素でした」 

［パンジャーブ 社会科 4 年生］ 

V-1-2. 「古代には、中央アジアからアーリヤ人種 nasl の人々が行き来していました。アーリヤ人は、戦い

において土地の maqāmī 人々よりも秀でていました。彼らのもつ武器 hathiyār も立派なものでした。

そのため、彼らはここの住民 bāshindah を自分たちの奴隷 ghulām にしました。 

   古代には、人々はすべてのものを崇拝 pūja し、ある種の利益を得たり不利益を届けさせたりして

いました。アーリヤ人はこれを女神 devīや神 devtāと呼ぶようになりました。こうしてヒンドゥー教

hindūmat の基礎が築かれました。ヒンドゥー教を信じる人々をヒンドゥーhindūと呼びます。 

   712 年に、アラブʻarab の将軍 sipah sālār ムハンマド・イブン・カースィム22がパキスタン・インド

亜大陸を襲撃しました。そしてスィンドを征服し統治 ḥukūmat をうちたてました。この出来事から、

およそ 500 年後、ムスリムはここに自分たちの政府を作りました。この統治は、英国人の襲撃まで

続きました。この間、かなりの人口のヒンドゥーがムスリムに改宗しました。しかし、多くの住民

は変わらずに badastūr ヒンドゥーであり続けました。ヒンドゥーはムスリムの統治をよく思っていな

かったので、ムスリム統治者が強制的にこの国を襲撃したと考えていたのです」 

［パンジャーブ 社会科 5 年生］ 

V-1-3. 「南アジアにおけるムスリム支配の歴史は、712 年のムハンマド・イブン・カースィムのスィンド侵

攻から始まった」 

［パンジャーブ パキスタン学 9-10 年生］ 

                                                   
22 694-715 頃。8 世紀初めにスィンド地方を征服したウマイヤ朝の武将。インダス川下流のヒンドゥー王ダーヒルがムス

リムの舟を襲う海賊を取り締まらなかったため、ウマイヤ朝のイラク総督に命じられ、711 年（708 年、712 年という説

あり）にスィンド地方に遠征した。アラブによるスィンド支配は、11 世紀のガズナ朝の支配まで続いた［長島 2002: 112］。 
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V-1-4. 「わたしたちパキスタン人は、アラブから来た」 

［パンジャーブ パキスタン学 9-10 年生］ 

 

■10～15 世紀 イスラーム諸王朝とスーフィー聖者（イスラーム神秘主義者） 

V-1-5. 「昔々、ガズナは世界にその名が知れ渡る有名な街でした。そこでは、サブクタギーン subkutagīn

という王 bādshāh が統治 ḥukūmat していました。彼は、鹿狩りが趣味でした。…サブクタギーン王は、

子鹿を捕まえ、馬の背に乗せて町に向かって出発しました。母親鹿は、遠くからこれを見ていまし

た。自分の子鹿が狩られ、連れて行かれるのを見た時、母鹿は不安になり、自らの危険を省みずに

馬の後について行きました。サブクタギーンは母鹿のわが子への愛情を目の当たりにし…子鹿を放

してやりました」 

［スィンド ウルドゥー語 3 年生］ 

V-1-6. 「インド亜大陸におけるイスラームについて、スーフィーらの及ぼした影響を特筆すべきである。

スーフィーはイスラームへの改宗において大きな役割を果たした。彼らの純潔な生き方や、素晴ら

しい道徳観に感化され、多くのヒンドゥー教徒がイスラームを受け入れた」 

［パンジャーブ パキスタン学 9-10 年生］ 

V-1-7. 「パキスタン・インド亜大陸に、イスラームの光を広めたスーフィー聖者たちの中で、ハズラト・

アリー・フジュウィーリー23はその筆頭にあげられる。その御方はイスラームの布教において遺憾な

くお力を発揮された。その御方の人格と行幸に感化され、とても多くの住人がムスリムになった」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 6 年生］ 

V-1-8. 「ハズラト・ダーター･ガンジュ・バクシュは、スルターン・イブラーヒームの治世 ḥukūmatにラー

ホールにいらっしゃり、ここに住まわるようになりました。当時はラーホールに限らず、どこでも

偶像崇拝 but parastī の時代でした。その御方は、ここの人々にイスラームを布教 tablīgh し始めまし

た。人々は、その御方の知識ʻilm と素晴らしい道徳観 akhlāq にとても感銘を受け、イスラームを受

け入れるようになりました。その御方の近くに来たものは誰でも、宗教 dīnについてのたくさんの知

識 maʻalūmātを得ることができました」 

［スィンド 社会科 2 年生］ 

V-1-9. 「世界の他の地域でもそうであったように、わたしたちの土地 zamīnにも多くのウラマーʻulamāや聖

者 ṣūfiyāがおいでくださりました。彼らは、邪教 kafr や多神教 shark の地に光をもたらしました。古

い時代ですと、シャイフ・アリー・フジュウィーリーの名が高名でしょう。この方はダーター様の

名前で知られ、ダーター・ガンジュ・バクシュとも呼ばれます。この御方はラーホールを布教 tablīgh

の中心地となさいました」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 4 年生］ 

 

■16～19 世紀 ムガル朝 

V-1-10. 「ムガル朝は南アジアの偉大な支配者だった」 

［スィンド 社会科 5 年生］ 

V-1-11. 「アクバルは素晴らしい皇帝だった」 

［スィンド 社会科 6 年生］ 

V-1-12. 「『愛 muḥabatt』：バーブルは高名な王 bādshāhでした。彼の息子フマユーンは病気になってしまいま

した。バーブルは熱心に治療ʻilājさせましたが、息子の体 tan は良くなりませんでした。とても優秀

なお医者さま ḥakīm の治療でも回復しないとわかると、息子を愛するバーブルはとても落ち込みま

した。…ある善良な男がアッラーallāh taʻālā に犠牲 qurbān を捧げるよう助言 mashwarah しました。

…バーブルは少し考えてから答えました。「最も愛しくて piyārī 高価な qīmatī ものは私自身の命 jān

です。」そう言うと彼は立ち上がって身を清め wuz̤ū、フマユーンのベッドの周りをまわりだし、祈り

duʻāを始めた。「…私は自分の命を差し出そう。私の祈りを受け入れ qubūl、私の息子に健康 ṣeḥat を

与え給え」。…フマユーンの体は回復し始めた。…数日後にはフマユーンは全快し、バーブルは熱の

症状で亡くなった」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 2 年生］ 

V-1-13. 「歴史のある建物を見に、国 mulk 中の人々が遠くからやってきます。それらの建物の中で、ムガル

朝 mughal bādshāh時代に建てられたラーホール城 qilʻe、城壁 faṣīlとその門の他、シャーリーマール

庭園やバードシャーヒー・モスク、ジャハーンギール帝の墓、ヌール・ジャハーンの墓廟…などが

                                                   
23 1009-1072 頃。ガズナ出身の神秘主義者。ダーター・ガンジュ・バフシュの尊称で知られる。旅を通じて各地で学識を

積み、ペルシア語による神秘主義関連の著作を残した［藤井 2002: 845］。 
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あります。ラーホールは歴史的な町として、世界中で有名です］ 

［スィンド 社会科 2 年生］ 

V-1-14. 「ハズラト・ミヤーン・ワーリス・シャー24は、パンジャーブの有名なスーフィー詩人 ṣūfī shāʻirで

す。スーフィーとは、心が清く澄んで pāk ṣāfいて、シャリーア法に従い、アッラーに心を寄せてい

る人のことです」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 4 年生］ 

 

■小結 

・古代史の記述が少ない25
 

 ・パキスタン史の始まりは 8 世紀のスィンドへのイスラームの到来 

・南アジアで勃興したムスリム諸王朝を強調 

・スーフィーやワリー（聖者）の役割を評価［PTBB 2002: 15-17; 2005: 98-100; STBB 2003b: 25］ 

  例）ラーホールのシャイフ･イスマーイール･ラホーリー 

  例）スィンドのラール・シャハバーズ・カランダル［PTBB 2002: 5］ 

・ムガル朝の歴史は頻出 

  例）ムガル朝歴代皇帝の偉人伝［STBB 2003i: 23-25; 2003j: 86-87］ 

   例）ムガル朝末期の思想家シャー・ワリーウッラー［STBB 2003i: 140-141］ 

 

 

V-2. イギリス植民地支配と独立運動に関する記述 

■19世紀 イスラーム近代主義者の登場 

V-2-1. 「南アジアは、偉大なイスラーム思想家を生んできた」 

［スィンド 社会科 8 年生］ 

V-2-2. 「サル・サイイドは偉大な思想家である」 

          ［スィンド ウルドゥー語 9-10 年生］ 

V-2-3. 「サル・サイイド・アフマド・ハーンのような政治思想家や教育の専門家たちは、ある集団経済の

maʻāshyāt が占領 qabz̤ah されると、その集団の教育 taʻalīm や社会 maʻāshrat や文化 saqāfat も占領され

てしまうということに危機感を覚えていました。サル・サイイドは、ムスリムの発展 taraqqī と日常

生活の向上に着目しました。彼は、この第一歩としていくつもの町にマドラサ madrasah をつくりま

した。後に、アリーガルにカレッジを建てました。サル・サイイド・アフマド・ハーンは、教育の

振興 farogh とともに、ムスリムとヒンドゥーは異なる民族 qaum であるという、ムスリムの特性も強

調しました」 

［パンジャーブ 社会科 5 年生］ 

V-2-4. 「1857 年の大反乱の後、ナズィール・アフマドはアッラーハーバードの副監査官として勤め、その

間に英語を独学した。その後、カーンプール郡の長官になった。彼は有名な英語の本をウルドゥー

語に翻訳し、2 年後には副徴税官になった。ナズィール・アフマドはデリーに移住してから、執筆に

専念するようになった。1897 年に彼の知的・文学的な貢献に対して、政府から『知識の太陽』の褒

章が与えられた」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 6 年生］ 

V-2-5. 「パキスタンが出来る前、スィンドのムスリムの教育 taʻalīm 制度は良くありませんでした。学校や

カレッジはとても少なかったのです。…ハサン・アリーは国 qaum の仕事において重要な役割を果た

しました。…彼は、ムスリムに知識ʻilm の光を広げるために、カラーチーに『スィンド・マドラサ

sindh madrasah』を設立しました。わたしたちの国の mulk の膨大な数の人々が、ここで教育 taʻalīm

を得て、そして今日でも学んでいます。偉大なる指導者ムハンマド・アリー・ジンナーもこのマド

ラサで勉強しました」 

［スィンド ウルドゥー語 3 年生］ 

  

■20世紀(1) 

V-2-6. 「パキスタンの大衆ʻawāmはリヤーカット・アリー・ハーンを国の指導者 qā’id-e millat の名前で呼ん

でいます」 

                                                   
24 1722-1798。 
25 スィンドの教科書には、州内にあるモヘンジョダーロー遺跡の記述があった［STBB 2003a; 2003b; 2003c］。 
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［スィンド 社会科 1 年生］ 

V-2-7. 「1951 年 8 月 16 日のことです。ラーワルピンディーの大きな集会 jalsah で、リヤーカット・アリー・

ハーンは演説をするために立ちあがったその時、国 mulk の敵 dushman が発砲して彼を殉教 shahīd さ

せたのです。彼は国家 mulk と国民 qaum をどれほど愛していたことでしょうか、彼は死に際にこの

ような言葉 alfāẓを残しました。『神 khudāよパキスタンを守り khifāẓat たまえ』」 

［スィンド ウルドゥー語 3 年生］ 

V-2-8. 「国 millat の母ファーティマ・ジンナー：ファーティマ・ジンナー女史は、偉大なる指導者 qā’id-e 

aʻaẓam（ジンナー）の妹でした。彼女はムンバイーで教育を受けました。彼女は自分のお兄さんのこ

とがとても大好きでしたので、いつも偉大なる指導者と一緒にいました。…彼女は兄と一緒に解放

āzādために尽力しました。そして、ムスリム女性の間に解放の気運を芽生えさせたのです」 

［スィンド  社会科 2 年生］ 

V-2-9. 「さあ、このパキスタンの塔 mīnār-e pākistānのはなしを聞いてみましょう。…『わたしは一本の塔

に過ぎないけれど、わたしの中にはパキスタンのすべての歴史が隠れています。パキスタンを作る

ためにとてもたくさんの犠牲 qurbān を出してきた人々の歴史です。わたしが今立っているこの場所

で、1940 年 3 月 23 日にムスリムの指導者 rehnumāたちが重大な決定をするために集まったのです。

彼らは、自分たちの祖国 wat̤anをイギリスから解放することを望んでいました』」 

［パンジャーブ  ウルドゥー語 4 年生］ 

V-2-10. 「パキスタンの塔はラーホールのイクバール公園にあります。ここにはパキスタン運動 teḥrīk-e 

pākistānの記憶が詰まっています」 

［スィンド 社会科 2 年生］ 

 

■20世紀(2) イクバール 

V-2-11. 「イクバールはパキスタン建国を最初に着想 khayālした人物です。…彼は自分の詩 naẓm を通してム

スリムを目覚め bedārīさせました」 

 ［スィンド 社会科 1 年生］ 

V-2-12. 「イクバールは彼の詩の中でムスリムに自由と解放を呼び掛けた」 

 ［スィンド ウルドゥー語 2 年生］ 

V-2-13. 「イクバールは彼の詩を通して、ムスリムを怠惰の眠りから醒まさせた。彼は自由がとても偉大な

恩恵であり、隷属は卑劣な呪縛であると述べた。…彼は、亜大陸のムスリムがイギリスから自由を

勝ち取り、自分たちだけの国に住み、そこでイスラームの原理に則った人生を送ることを望んでい

た」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 3 年生］ 

V-2-14. 「1940 年 3 月 23 日、多くのムスリム指導者たちがとても重要な決定を下すために集まっていた。彼

らは、自分たちの国をイギリスから解放させようとしていた。彼らはすでに隷属の人生に嫌気が差

しており、自由を求め、自分たちの国に自分たちの政府を打ちたてようとしていた。その政府の元

で、イスラームとしての人生を送れるような。…ムスリムは、真実の自由を得ることを望みました。

そこにはムスリムの政府があり、アッラーの法が統治する。この時代のムスリムは、この問題につ

いて長年悩み続けていた。そしてついにアッラーマ・イクバールが自分たちのための別の国を作る

という解決策を導き出した」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 4 年生］ 

V-2-15. 「パキスタンという夢 khābを最初に見たのはイクバールだった。彼の前にも、ハイダル・アリー、

ティープー・スルターン、スラージッドゥラー、ファズル・ハック・ヒーラーバーディー、サル・

サイイド・アフマド・ハーンがムスリムの解放 āzād に尽力したが、しかし、パキスタンという構想

taṣawwur を打ち立てたのは、イクバールが最初であった」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 4 年生］ 

 

■20世紀(3) 建国の父ジンナー 

V-2-16. 「偉大なる指導者 qā’id-e aʻaẓam の本名はムハンマド・アリー・ジンナーです。彼はカラーチーに生

まれました。彼は子供のころからとても努力家でした。がんばって勉強をしました。彼は初等教育

をカラーチーで受けたあと、イギリスで弁護士 wakālat の試験に合格しました。（イギリスから）戻

ってきてから、国 qaum のために貢献 ḥidmat し、ムスリムを隷属 ghulāmīから解放し、わたしたちの

すばらしい国 wat̤anを作りました」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 2 年生］ 
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V-2-17. 「偉大なる指導者は、イクバールの構想をとても気に入りました。そして、1940 年にこの構想のた

めの集会を開きました。…彼は『インドの北西、北東の州を合わせて、新しいイスラームの国を作

りたいと思う。この地域ではムスリムの人口が大多数です。わたしたちはこの地域にイスラーム政

府を建設する権利を欲している』と言いました」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 4 年生］ 

V-2-18. 「偉大なる指導者は、彼の目的に揺るぎない自信を持っていました。彼は、とても明晰な頭脳でイ

ギリス人とヒンドゥー教徒の陰謀を食い止めました。彼は、自分の健康など気にも止めていません

でした。パキスタンを勝ち取るために、昼夜を問わず努力しました」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 3 年生］ 

V-2-19. 「わたしたちの目的 maqṣad は、一つの国 mulk を作ることでした。そこではわたしたちが自由に人

生を送ることができて、イスラーム文化 islāmī tehzīb が息づき、イスラームの制度 iqdām を反映させ

られるのです。パキスタンを得るために、偉大なる指導者はムスリムを一つの旗 jhanḍa のもとに集

めました。…偉大なる指導者は、イスラームを心から愛して muḥabatt いました。彼は、パキスタン

を理想的 namūne なイスラーム国家 islāmī riyāsat にすることを望んでいました」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 5 年生］ 

V-2-20. 「わたしたちの国 mulk は偉大なる指導者の努力によって作られました」 

［スィンド 社会科 1 年生］ 

V-2-21. 「1947 年 8 月 14 日、わたしたちの国 mulk パキスタンは建国されました。あまりにもたくさんの努

力を続けたため、彼の健康 ṣeḥat は悪化しました。そして 1948 年 9 月 11 日に死去 inteqālしました。

彼のお墓 mazārはカラーチーにあります」 

［スィンド 社会科 2 年生］ 

 

■小結： 

・近代改革主義者 

 例）サル・サイイド・アフマド・ハーン［STBB 2000: 81-82; 2003g: 99-103; PTBB 2002: 15-17］ 

 例）ジャマールッディーン・アフガーニー26［PTBB 2006: 15-16］ 

・パキスタン運動の指導者［STBB 2003e: 95-98］ 

 例）初代首相リヤーカット・アリー・ハーン［PTBB 2003a: 63; STBB 2003b: 18-19］ 

 例）ファーティマ・ジンナー［PTBB 2003a: 85; n.d.(2008)c: 58; STBB 2003d: 25-27］ 

  例）ウルドゥー語ジャーナリストの父ザファル・アリー・ハーン［PTBB 2003a: 20］ 

・イクバール 

・ジンナー 

 例）演説［STBB 2003a: 15-17; PTBB n.d.(2008)b: 19-20］、詩［PTBB n.d.(2008) d: 45-46］ 

 

 

V-3. カシュミール問題とバングラデシュ独立に関する記述 

V-3-1. 「アーザード・カシュミール āzād kashmīrでは、この数年間で多くの学校が開校しています。その壁

には、いつも同じ言葉 naʻarahが書かれています『カシュミールはパキスタンになるだろう！』」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 4 年生］ 

V-3-2. 「1947年にパキスタンが建国された時、わたしたちの軍隊 faujと軍備はとても小規模なものでした。

わたしたちの政府 ḥukūmat は建国時から、隣国の敵インド hamsāyeh dushman bhārat と対抗できるよ

うに軍隊と軍備を拡充するためにとても力を入れていました。今、パキスタン軍は、世界でも最良

の軍隊のひとつとなっています」 

［パンジャーブ 社会科 5 年生］ 

V-3-3. 「1965 年 9 月 1 日の夜中 3 時、静寂を大砲が切り裂いた。…彼は、大砲の玉が通り過ぎる音聞いて、

自分たちの大砲が敵の陣地を砲撃していることを理解した。…この襲撃で 19 人の将校と青年が殉死

した」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 6 年生］ 

V-3-4. 「1971 年 8 月 20 日未明のことでした。…インド bhāratとの国境 sarḥad からわずか 64 キロしか離れ

ていないところにいました。その青年パイロットは、最初から警戒をしており、すべて見抜いてい

                                                   
26 1838-1897。イラン出身。ヨーロッパ列強の侵略にさらされつつあるイスラーム世界において、社会の内部改革と帝国主

義への抵抗のための団結を訴えた思想家、革命家［栗田 2002: 36］。 
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ました」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 4 年生］ 

V-3-5. 「パキスタンのこの誇るべき息子、ジハードの情熱に酔いしれ、幼少より敵を殺すことを願ってき

た若者は、1971 年 8 月 20 日に殉死しました。パキスタン政府は、この祖国愛、ジハードの情熱、勇

敢さを称え、パキスタンの軍人で最も上位の称号「獅子の勲章」を与えました」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 6 年生］ 

V-3-6. 「わたしたちの国 wat̤anパキスタンと隣国インド paṛosī mulk bhāratとの間に、1971 年 9 月に戦争 jang

が起きました。戦いの中で、わたしたちの軍隊 fouj のとても勇敢 bahādurな若者たちが、祖国の防衛

dafāʻのためにその生命 jān を犠牲 qurbān にしてきました。その勇敢な者の一人に、サワール・ムハ

ンマド・フセイン・シャヒードがいます」 

［スィンド 社会科 2 年生］ 

V-3-7. 「北部山岳地帯の村出身の青年軍人ラーラク・ジャーンは…パキスタンのムジャッヒディーンと敵

の軍のせめぎあう、カールギルの詰所で任務にあたっていた。…1997 年 7 月 7 日、敵が砲兵隊と共

に再び襲撃を掛けてきた。敵はどんな手段を使ってでもこの詰め所を占領したがっていた。ラーラ

ク・ジャーンは大砲の玉で致命的な傷を負いつつも、敵との交戦を続けた。…彼は殉死したが、敵

は負けて逃走した。ハワールダール・ラーラク・ジャーンは、その類希なる勇敢さ、勇猛さ、尊い

犠牲を讃えられ、獅子の勲章が与えられた。これは軍人にとって最高位の褒章である」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 3 年生］ 

 

■小結：  

・インドとの国境については、殉死した軍人の話題の中で触れられている［STBB 2003f: 113-117］ 

・バングラデシュに関わる記述は少ない 

 

 

V-4. 諸民族・諸宗教の平等に関する記述 

V-4-1. 「わたしたちのパキスタンには、4 つの州があります。パンジャーブ、スィンド、北西辺境州、バロ

ーチスターン。それぞれの州の中に、いくつもの県があります」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 3 年生］ 

V-4-2. 「彼らはパターン人の兄妹です。ふたりとも、長いクルターとゆったりしたシャルワールを着てい

ます。…こっちにはスィンド人の兄第です。…彼らはパンジャーブの兄弟です。…彼らはバルーチ

とマクラーン地方の子供です。…こっちにいるのはカシュミールの子供です。…この子たちは、山

岳地帯に住んでいます。…どの子もみんなパキスタンの色々な地域ʻilāqa に住んでいます。そして、

みんなパキスタンが大好きです。大きくなったらみんな国 mulk の発展 taraqqīのために努力するでし

ょう」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 4 年生］ 

V-4-3. 「わたしたちは、自分たちの宗教 dīn と国 wat̤anを愛しています。わたしたちはみんな勉強 taʻalīm

が大好きです。わたしたちの姉妹も教育を受けています」 

［スィンド ウルドゥー語 4 年生］ 

V-4-4. 「わたしたちの国 wat̤anの名前はパキスタンです。パキスタンはイスラームの国 islāmī mulkです。

ここには、人口は少ないですが非ムスリム ghair muslim も住んでいます。わたしたちの国の旗には 2

色です。白は非ムスリムを、緑色はムスリムの住民を表しています。アッラーallāh taʻālāがわたした

ちの国をとても美しくおつくりになりました。…わたしたちは、パキスタン人であることが誇らし

いです。スィンド、パンジャーブ、北西辺境州、バローチスターン、カシュミールがすべて発展す

ることが、わたしたちの祈りです」 

  ［パンジャーブ ウルドゥー語 2 年生］ 

V-4-5. 「わたしたちの愛しい国 wat̤anの名前はパキスタンです。これは、イスラームの国 islāmī mulkです。

わたしたちの国には、主にムスリムが住んでいます。少しだけ、ヒンドゥー教徒や、スィク教徒、

キリスト教徒、パールスィー教徒、その他の宗教 mazhab の人々も住んでいます。私たちはみんなパ

キスタン人です。パキスタンは、大きな国です。スィンド、パンジャーブ、バローチスターン、北

西辺境州が国の 4 つの州です」 

［スィンド ウルドゥー語 2 年生］ 

V-4-6. 「わたしたちのパキスタンは、イスラームの国です。…わたしたちは、みんな兄弟です。パンジャ

ーブ、北西辺境州、スィンド、バローチスターン、カシュミールはパキスタンの一部です。この中
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に住んでいる人はみんな、パキスタン人です。わたしたちはみんな自分たちの国を愛しています」 

  ［パンジャーブ ウルドゥー語 1 年生］ 

V-4-7. 「グル・ハーンは言いました『…わたしたちムスリムは兄弟 bhā’ī bhā’īです。どの家の出身でも、あ

る部族 qabīleの出身だとしても、肌の色が白くても黒くても、みんな兄弟です。みんなが一つです』。

わたしたちの国 mulk はイスラームの名のもとにつくられました。ここに住んでいる人たちの絆

rishtah は強固なものです。パターン、バルーチ、スィンディー、パンジャービー、みんな一つです」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 2 年生］ 

V-4-8. 「イスラームは『パキスタンのアイデンティティの基礎』である」 

［スィンド パキスタン学 9-10 年生］ 

V-4-9. 「おじいさんはフィザーに言いました。『バグダードはイスラーム国家イラクの都市だよ。お前は他

にイスラームの国をいくつ覚えているかな』『パキスタン、イラン、サウディアラビア、それから…』

『それにアフガニスタン、バングラデシュ、エジプト』『そうだ！シリア、ヨルダン』『よくできま

した。今、世界にはおよそ 56 のイスラームの国がある。アッラーはこれらの国々に数え切れない自

然の宝物を与え給うた』…『おじいちゃん、ムスリムはどこの国にいたとしても互いに兄弟だって

先生が言っていたよ』」27
 

［パンジャーブ ウルドゥー語 3 年生］ 

V-4-10. 「神 khudāのご加護により、今現在、世界のすべてのムスリムには同盟 ittihād の気運が高まってい

ます。イスラーム諸国 islāmī mumālik では、お互いがより近づきつつあります。イスラーム首脳会議

islāmī sar-barāhon ki kānfarens は 1974 年にラーホールで開催 muna’aqid されました」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 5 年生］ 

V-4-11.  現在、すべての国にとって他国との関係はとても重要です。パキスタンはわたしたちの国です。イ

スラームという名のもとにつくられ、平和と協調の旗手たる国です。わたしたちは、世界のすべて

の国と普遍的に、そして隣国やイスラーム諸国とは特に友好的な関係を築こうとしています。…亜

大陸のムスリムは、いつの時代も他のムスリムと友情を結んでいます。世界中のムスリムにとって、

連帯はその願いです。パキスタン建国時から、パキスタン政府はイスラーム世界の同盟のために甚

大な努力を続けてきました。…そして第二回イスラーム首脳会議はラーホールで開催されたのです」 

［パンジャーブ ウルドゥー語 6 年生］ 

 

■小結： 

・多種多様な民族的・言語的出自を結びつけるため建国の理念でもあるイスラームを引き合いに 

・イスラーム諸国との連帯、国際社会での役割を説く記述 

・イスラームを愛国的な文章と結びつけ 

  例）「わたしたちの国」（詩）［PTBB n.d.(2008)a: 40］ 

・国の求心性として掲げられているのがイスラーム 

 →ただし抽象的 

 

 

V-5. 何が語られ、何が語られないのか 

・インダス文明、ガンダーラ文明などの古代文明 

・ヒンドゥー王朝 

・現代史 

・植民地時代、イギリス植民地帝国 

・他宗教について 

・インド、バングラデシュ 

  →ガンディーやネルー、A.K.アーザードといったインドの独立運動の指導者 

 →隣国のムスリムの現状 

                                                   
27 この課に続く「教師へのアドバイス」の箇所には、「パキスタンがイスラーム世界において初の原子力保有国家である

ことを補足しなさい」と書かれている。 
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VI. おわりに 

VI-1. 歴史認識と国民像 

 1) アラビア半島から続くムスリムとしての自覚 

 ・パキスタン人はインド人ではない 

 ・アラブという「正当な」血を引く民族 

 ・異なる民族を包括した、ムスリムとしての兄弟愛 

 2) ムガル朝の継承者としての誇り 

 ・ガズナ朝以来イギリスの支配が及ぶまでインド亜大陸の統治者としての役割 

 ・ムガル朝という南アジアで最も華やかな宮廷文化の栄えた支配者の継承者 

 ・インド中心の南アジアではなく、地域のリーダーとしてのパキスタンの文化的根拠 

 3) 19 世紀から続くイスラーム復興思想 

 ・ワリーウッラー、サル・サイイド、イクバールなど南アジアで生まれたイスラーム復興 

 ＝インドやイギリスへの抵抗軸か？独立運動の思想的核心か？ 

 

VI-2. まとめ 

■南アジアのイスラーム 

 →アラブ＋ムガル朝という建国神話 

・パキスタン・ムスリムが建国後の歩みの中で共有化してきた歴史観 

・パキスタンという共通認識の成立する空間の自画像 

・宗派の違いや多民族か統合かといった分極化の傾向を包括 

・イスラームという緩い紐帯を持って、その理念的矛盾を融合 
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VIII. 参考資料      

VIII-1. パキスタン・イスラーム共和国概要 

人口： 1 億 7 千万人 

面積： 80 万 km² 

首都： イスラマーバード 

国教： イスラーム（憲法第 2 条）、主権：アッラー（前文）、大統領はムスリム（第 41 条） 

ムスリム 96％（スンナ 70％、シーア 30％）、キリスト教徒 2％、ヒンドゥー教徒 2％ 

政治： パンジャーブ州、スィンド州、ハイバル・パフトゥーン・フワー州、バローチスターン州 

および連邦直轄地域と部族直轄地域からなる連邦制 

公用語： ウルドゥー語、英語 

 

VIII-2. パキスタンの州別人口（1998 年） 

州 面積 人口 連邦議会議席数 公用語 

パンジャーブ 25.8% 55.6% 146 席 ウルドゥー 

スィンド 17.7% 23.0% 69 席 スィンディー 

ハイバル・パフトゥーン・フワー 9.4% 13.4% 47 席 ウルドゥー 

バローチスターン 43.6% 5.0% 32 席 ウルドゥー 

パキスタン全土 796,096 km² 132,352,000 人 324 席 ウルドゥー･英語 

注 1：地域の区分としてはこの他にイスラマーバード連邦首都と連邦直轄部族地域がある 

注 2：1998 年のバングラデシュの面積は 144、000 平方キロメートル、総人口は 1 億 3 千万人 

出所：パキスタン統計局 1998 年センサスより発表者作成 


